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第47回 公害環境デー

特別講演：室崎益輝氏 （兵庫県立大学減災復興政策研究科長、神戸大学名誉教授）

2019年1月27日（日）
エル・おおさか 南館ホール

災害の時代：正しく恐れて、正しく備える

10：00～ 16：30

２０１８年は、モリカケ問題をはじめ、
重要法案でも質問のポイントをはぐらか
した答弁を行う、質疑の内容を積み上
げて法案の内容が深められていくことが
なく、同じ答弁をするだけ、という首相
の下で最後は「十分審議した」ので「強
行採決」ということが続く国会でした。
全体が丁寧な対応がないままに日本社
会で物事が進んでいるようなことに呼応したわけでもな
いでしょうが、これまで「地震」「台風」被害が久しく
ない大阪の地が「北部地震」「台風２１号」で被害を受け、
命を奪われたり、半年過ぎてもまだ修理のめども立た
ないという状態が続き、年を越してしまいました。
２０１９年は、そういう被害のない事を願いたいと思
います。
私たち市民は、どこかであった事の中から、教訓を
学ぶことを積み上げ、様々な被害・実害を「予防する」
「軽減する」方法も学び、対応できる住民運動を作り
あげていかなければならないようです。
第４７回公害環境デーの「災害の時代　正しく恐れ

て　正しく備える」と同じように、様々な公害や、環
境破壊が予測できることについて、
よく学び、正しく対応できる力を付
けて、他の団体とも協力し合って、
住民視線で物事に対応できる力を
つけていきたいものです。
２０１９年も、環境問題（プラス
チック汚染問題、原発問題、核に

よる汚染問題、大気汚染被害、身近な所での自然破
壊と災害発生等々）を通して、市民社会に訴えかけて
いく運動をひろげていきたいと思います。
公害・環境破壊問題は、人間らしく生きていける基
盤を掘り崩すものであることは、日本や世界の事例を
見れば明らかな事です。
それぞれの団体や個人が自ら担っている課題と共に、
公害・環境問題にも視線を広げ、一つの重要な課題
としてコツコツと取り組んでいただけることを、新年に
あたってのお願いにしたいと思います。
今年も、皆さんと共に元気に、様々な取り組みを展
開できることを願っています。
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三陸・浄土ヶ浜にて撮影（2018年 5月 1日）




